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日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：2019年7月12日
事業ID：2016401758
事業名：勤労青少年水上ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰの
　　　　　新設等（第二期・宿泊棟） 
団体名：（公社）日本モーターボート選手会
代表者名：　　会長　　上瀧　和則　　印
TEL：03-3502-2081
事業完了日：2019年6月30日


	事業費総額
	1,422,330,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	0円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	1,422,330,000円
	収支計算書の赤のセルの値。千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）



事業内容 
1970年の竣工以来、老朽化が進む（勤労青少年水上スポーツセンター）日本モーターボート選手会常設訓練所において、施設をリニューアルすることで、より効果的な訓練の実施を行うと共に、一般利用者による安全な施設の利用を行うため、以下の事業を実施する。
1.リニューアルに向けた施設全体の設計・監理の実施
施設全体のリニューアルに向け宿泊棟の新設・現宿泊棟の解体に関する設計・監理業務を一括して行う。
2.宿泊棟の新設
（1）工事期間：2017年7月～2019年3月
（2）建築予定地：愛知県碧南市湖西町5丁目59番地
（3）建築構造：鉄筋造7階建て
（4）建築面積：4,620.42㎡（1397.67坪）
（5）施設概要：多目的ホール、会議室、筋トレルーム60（高齢者の健康づくりの中核となるトレーニング　ルーム）、厨房、客室等
3.宿泊棟の解体工事
　工事期間：2017年7月～2019年3月
4.プール棟の備品整備
　更衣室ロッカー、下足ロッカー、プールフロア、ロビー用椅子、プールロボット、水中担架、蘇生器、　　コースロープ巻取器、ベースクロック、プールクリーナー等

【助成契約書記載の目標】
勤労青少年水上スポーツセンター宿泊棟を2017年度の施設新設計画から概ね2年間で完成させる。

【目標の達成状況】
宿泊棟を概ね2年間で完成させた。


成功したこととその要因：
　油ヶ淵という天然湖沼の周辺に位置する場所に建設計画をし、油ヶ淵が愛知県の西三河で初めての県営都市公園として整備され、国の許可のもと「自然とのふれあいの場、憩いの場及び市民の協働の場となり愛着の持てる公園」造りの中で、自然環境に調和した建物にすることができた。




事業成果物
　客室数69室（シングル43室、ツイン19室、特別室3室、バリアフリー客室4室）、会議室2室、多目的室、厨房、レストラン2室、水上監視室、高齢者筋力トレーニング室等のユニバーサルデザインに対応した設備となっている。碧南市が実施する高齢者の運動機能向上による健康寿命の延伸を目指す高齢者筋力トレーニング室運営事業への協力として、トレーニング室の貸与を行っている。建築概要については次のとおりです。

建物：勤労青少年水上スポーツセンター宿泊棟
規模：建築面積　1066.86㎡
　　　　延床面積　4620.42㎡
　　　　階　　　数　地上8階
構造：主体構造　S造
　　　　屋　　　根　コンクリート直均しの上、保護防水絶縁断熱工法
　　　　外　　　壁　花崗岩打込PC板
　　　　軒　　　裏　アルミハニカムパネルB-FU
　　　　　　　　　　　コンクリート打ち放しの上2-ASE


